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が鴻臚館の北東約 2. 5 キロにある博多である。






息浜は 11 世紀までは海上に浮かぶ砂州であったが、12 世紀初めに息浜と博多浜が中央部で埋め
























坑の中の 1メートル四方の方形内から 446 点あまりの白磁碗や大型の陶器壺甕類が出土した。木
枠の中に販売前に破損した商品を廃棄したものと見られている。79 次調査では火災で焼けた商













12三校＿田上先生.indd   146 2017/03/08   13:07:26
専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 3号　2017年3月〈 147 〉
ていったものと考えられている。













































　14 世紀から 15 世紀前半には、龍泉窯の青磁が引き続き輸入されている。また景徳鎮の白磁等
が輸入されているが、さらに出土数は少なくなっている。このころの貿易陶磁は全国的にもあま
り出土しないが、博多も多くない。
　13 世紀終わりから 14 世紀はじめにかけて博多ではいくつかの道路遺構が発見されている｡ 35
次調査では、両側に側溝を持つ幅 6メートルの道路が検出された。北の延長が 26 次調査で、南
の延長が 64 次調査で発見されており、博多を縦貫するメインストリートと考えられる。この道























　15 世紀後半から 16 世紀にかけて、龍泉窯の青磁に加え、景徳鎮で焼かれた青花がたくさん輸
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